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去
る
４
月
14
日
午
後
９
時
26
分
ご

ろ
、
熊
本
県
熊
本
地
方
を
震
源
と
す
る

震
度
７
の
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
続

く 

16 

日
午
前 

1 

時 

25 

分
ご
ろ
に
も

同
地
方
を
震
源
と
す
る
震
度
７
の
地
震

が
発
生
し
ま
し
た
。

　

地
震
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た

方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も

に
、
被
災
さ
れ
た
方
、
ご
家
族
・
関
係

者
の
み
な
さ
ま
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

震
度
７
を
観
測
し
た
今
回
の
地
震
は
、

阪
神
淡
路
大
震
災
、
新
潟
県
中
越
地
震
、

 

「
熊
本
地
震
」
へ
の
災
害
支
援
に
つ
い
て

東
日
本
大
震
災
の
３
回
し
か
経
験
し
て

い
な
い
非
常
に
強
い
揺
れ
で
す
。

　

さ
ら
に
、
度
重
な
る
余
震
に
よ
る
大

き
な
被
害
の
情
報
を
受
け
、
4
月
18
日

に
熊
本
地
震
対
応
の
た
め
緊
急
部
長
会

議
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
議
で
は
、
救

援
物
資
の
輸
送
や
職
員
の
派
遣
な
ど
災

害
支
援
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

　

4
月
19
日
に
は
、
関
西
広
域
連
合
の

要
請
を
受
け
、
熊
本
県
益
城
町
へ
の
職

員
派
遣
を
申
し
出
ま
し
た
。
4
月
26
日

に
、
熊
本
県
益
城
町
の
避
難
所
運
営
の

た
め
２
人
を
派
遣
、
5
月
6
日
に
は
家

屋
被
害
調
査
の
た
め
、
家
屋
被
害
認
定

士
の
資
格
を
も
つ
職
員
4
人
を
派
遣
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
４
月
22
日
未
明
に
は
総
務
省

か
ら
兵
庫
県
に
対
し
、
熊
本
県
南
阿
蘇

村
へ
の
派
遣
要
請
が
あ
り
、
同
日
午
後

に
は
職
員
２
人
を
現
地
避
難
所
運
営
の

た
め
派
遣
し
ま
し
た
。　

　

一
方
、
市
消
防
本
部
は
4
月
17
日
、

緊
急
消
防
援
助
隊
兵
庫
県
隊
と
し
て
救

急
隊
１
隊
（
救
急
車
1
台
、隊
員
3
人
）

を
熊
本
市
東
区
へ
派
遣
。
現
在
ま
で
に

２
隊
６
人
が
任
務
に
就
き
ま
し
た
。

て
る
よ
う
被
災
者
に
寄
り
添
い
活
動

し
、
避
難
さ
れ
て
い
る
方
々
か
ら
「
遠

く
か
ら
あ
り
が
と
う
」
と
感
謝
の
言
葉

を
い
た
だ
い
た
と
聞
き
ま
し
た
。
派
遣

し
た
職
員
は
、
丹
波
市
民
の
み
な
さ
ん

の
想
い
も
熊
本
の
方
に
伝
え
て
く
れ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
被
災
地
の
み
な
さ
ん
の
心

の
ケ
ア
も
大
切
で
す
。
必
要
で
あ
れ
ば

保
健
師
の
派
遣
な
ど
に
も
対
応
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
「
心
と
心
を
つ
な
ぐ
」
大
切
さ
を
痛

感
し
、
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
祈

念
す
る
と
と
も
に
、
義
援
金
を
は
じ
め

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

9　　　2016.5 たんば

　

今
回
の
災
害
支
援
は
、
平
成
26
年
の

豪
雨
災
害
時
の
経
験
を
役
立
て
た
い
、

県
内
外
の
多
く
の
自
治
体
か
ら
物
心
両

面
に
支
援
を
い
た
だ
い
た
こ
と
へ
の
恩

返
し
を
し
た
い
と
い
う
思
い
が
強
く
働

き
ま
し
た
。

　

帰
還
し
た
職
員
の
報
告
を
聞
き
ま
す

と
、
避
難
所
で
の
支
援
活
動
が
主
な
も

の
で
し
た
。
被
災
地
の
自
治
体
は
元
々

職
員
数
が
少
な
く
、
災
害
の
対
応
の
た

め
に
行
政
機
能
が
う
ま
く
働
い
て
い
な

い
よ
う
で
し
た
。
避
難
所
で
は
、
丹
波

市
の
職
員
と
し
て
、
少
し
で
も
役
に
立

職員派遣報告会

　4 月 22 日 か ら 25 日 ま で 熊
本県南阿蘇村に派遣した職員
から、帰還報告を受けました。
現地の状況や避難所運営のよ
うすなどを詳しく聞き、今後
も支援を続けることを確認し
ました。

　県立柏原病院と柏原赤十字病院の統合再編に
伴い、整備を進めている「丹波市地域医療総合
支援センター（仮称）」と「丹波市立看護専門
学校」の基本設計がまとまりました。平成 30
年度開設をめざし、工事が始まります。　
　同センターは医療の提供とともに、地域包括
ケアシステムの中核的な役割や地域医療を担う
人材の育成など、地域医療の発展を担う施設で
す。また、看護専門学校は、学生の主な実習先
である病院の移転建て替えに合わせて、新病院
と同じ敷地に新しく整備し、教育の充実を図り
ます。

問地域医療課（氷上保健センター内）☎ 82‐4567
医療

medical 地域医療の充実・発展
をめざして施策を進め
ます。 地域医

療の中
核施設

！

■ 建設場所
丹波市氷上町石生 ( 氷上工業団地内 )
敷地面積　約 54,000 ㎡

■施設構造の概要
①丹波市地域医療総合支援センター（仮称）
鉄骨造 地上３階・塔屋１階、延床面積 約 5,300 ㎡
② 丹波市立看護専門学校
鉄骨造 地上３階・塔屋１階、延床面積 約 3,500 ㎡
※塔屋…エレベーターの機械室などに利用される
建物の屋上に突き出した部分。

■概算事業費 
①丹波市地域医療総合支援センター（仮称）
約 23. ４億円（建設費、医療機器整備費、用地
費など含む）
②丹波市立看護専門学校
約 16. １億円（建設費、設備・備品費、用地費
など含む）

■整備スケジュール
建設工事着工 / 平成 28 年度予定
各施設開設 / 平成 30 年度予定

丹波市地域医療総合支援センター（仮称）
丹波市立看護専門学校

基本設計まとまる！

■各施設の概要と主な機能
　医療・保健・福祉の機能を備えた、地域包括
ケアシステムや医療と福祉の機能を活かした防
災の拠点として機能する施設

▼丹波市地域医療総合支援センター（仮称）
① 総合診療センター（仮称）
診療所、健診、訪問看護機能
② 休日夜間応急診療センター（仮称）
１次救急機能
③ 保健センター（仮称）
健康啓発、疾病予防、母子保健機能
④ 福祉センター（仮称）
地域包括支援、子ども発達支援機能

▼丹波市立看護専門学校
保健医療福祉の分野で地域に貢献できる看護
実践者の育成
設置学科 / 看護学科
修業年限 / ３年、入学定員 40 人（総定員 120 人） 

▼そのほかの付帯施設
健康広場・中庭・駐車場・ロータリー
災害活動支援スペース機能、浸水対策機能、
交流スペース機能

新病院、丹波市地域医療総合支援センター（仮称）および丹波市
立看護専門学校のイメージ図

※

※
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